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   調布市文化財の指定について  

 

 

 上記の議案を提出する。  

 

 

  令和７年３月２８日  

 

               

               提出者  調布市教育委員会  

                    教育長  大和田  正  治     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由  

 調布市文化財保護条例第４条の規定により，市文化財の指定を行うため，

提案するものであります。  

 

 



 

  調布市文化財の指定について  

 

 

次の資料を調布市文化財に指定する。  

 

 

１  文化財の名称  

  下石原
しもいしわら

八幡
はちまん

神社
じんじゃ

本
ほん

殿
でん

及
およ

び拝殿
はいでん

 附
つけたり

 棟札
むなふだ

３枚  

２  員数  

  １棟  

３  指定の種別  

  調布市指定有形文化財（建造物）  

４  所有者  

  宗教法人  下石原八幡神社  

５  所在地  

  調布市富士見町二丁目１番１１  

６  管理責任者  

  下石原八幡神社  氏子総代  

７  造立年代  

  本殿  宝永５年（１７０８）  

  拝殿  嘉永元年（１８４８）  

８  指定理由等  

  別紙「調布市文化財指定理由説明書」のとおり  

 



 

 
調
布
市
文
化
財
指
定
理
由
説
明
書 

 

一

〇

．

形

状 

 

九

．
構

造

・

形

式 

八

．

施

工

者 

七

．

建

立

者 

六

．

造

立

年

代 

五

．

管

理

者 

四

．

所

在

地 

三

．

所

有

者 

二

．
指

定

の

種

別 

一

．

名

称 

【

規

模

】 

 

本

殿 

身

舎

も

や 

桁

行

一

・

三

二

〇

ｍ

（

四

・

三

六

尺

） 

梁

間

一

・

二

一

五

ｍ

（

四

尺

） 

 

拝

殿 
 

 
 

桁

行

六

・

三

七

ｍ

（

三

・

五

間

） 

梁

間

四

・

五

五

ｍ

〔

二

・

五

間

〕 

   

本

殿 

一

間

社

流

造 
 

杮

葺 
 

拝

殿 

切

妻

造 

平

入 

向

拝

向

唐

破

風

付 

銅

板

葺 

本

殿 

山

本

仁

左

ヱ

門 

横

山

左

五

左

ヱ

門 

拝

殿 

熊

沢

吉

五

郎 

 

本

殿 

本

願 

岩

沢

太

兵

衛 

他 

拝

殿 

名

主 

太

田

善

右

ヱ

門

源

盛

明 
他 

本

殿 

宝

永

五

年

（

一

七

〇

八

） 

拝

殿 

嘉

永

元

年

（

一

八

四

八

） 

下

石

原

八

幡

神

社 

氏

子

総

代 

調

布

市

富

士

見

町

二

丁

目

一

番

地

一

一 

宗

教

法

人

下

石

原

八

幡

神

社 

有

形

文

化

財

（

建

造

物

） 
下

石

原

八

幡

神

社

本

殿

及

び

拝

殿 

附 

棟

札

三

枚 

〈 西 〉 〈 東 〉 

【 本 殿 】 平 面 図  



 

一

〇

．

形

状 
 

本

殿

は

一

間

社

流

造

で

、

屋

根

は

杮

葺

、

本

殿

身

舎

の

正

面

、

両

側

面

に

縁

を

廻

し

、

向

拝

に

五

級

の

階

を

付

け

、

そ

の

正

面

、

両

側

面

に

浜

縁

を

施

す

。

身

舎

の

規

模

は

桁

行

一

・

三

二

ｍ

（

四

・

三

六

尺

）
、

梁

間 

一

・

二

一

五

ｍ

（

四

・

〇

尺

）

で

、

小

振

り

な

見

世

棚

造

り

で

、

柱

の

下

に

は

土

台

を

回

す

。 

 

拝

殿

は

切

妻

造

、

平

入

で

、

規

模

は

桁

行

六

・

三

六

〇

ｍ

（

二

一

尺

・

三

・

五

間

）
、

梁

間

四

・

五

五

〇

ｍ 

（

一

五

尺

・

二

・

五

間

）

で

、

正

面

向

拝

は

向

唐

破

風

と

し

、

屋

根

は

銅

板

葺

き

と

す

る

。

正

面

、

両

側

面

に

縁

を

廻

し

、

切

り

目

縁

と

し

、

両

脇

に

脇

障

子

を

入

れ

る

。 

 

様

式

は

折

衷

様

で

、

向

拝

柱

は

几

帳

面

付

き

角

柱

で

、

上

部

に

粽

を

付

け

、

柱

上

の

斗

栱

は

和

様

の

三

斗

組

で

復

古

調

の

皿

斗

付

き

、

木

鼻

は

唐

様

の

象

鼻

で

、

向

拝

柱

と

拝

殿

は

海

老

虹

梁

で

繋

ぐ

。

向

拝

柱

の

繋

虹

梁

と

桁

の

間

に

は

刳

り

抜

き

か

え

る

股

を

置

き

、

桁

の

上

部

に

は

禅

宗

様

の

大

瓶

束

を

入

れ

て

唐

破

風

の

棟

木

を

支

え

る

。 

                

[拝 殿 及 び 幣 殿 ・ 本 殿 覆 屋 ]平 面 図  



 

 

一

一

．

説

明 

【

解

説

】 

 

下

石

原

八

幡

神

社

は

、

創

建

年

代

等

は

不

詳

だ

が

、

下

石

原

宿

の

鎮

守

社

で

、

譽

田

別

命

を

祭

神

と

す

る

。 

 

下

石

原

宿

は

、
江

戸

時

代

上

石

原

宿

・

上

下

布

田

宿

・

国

領

の

四

宿

と

合

せ

て

布

田

五

宿

と

呼

ば

れ

て

い

た

。

し

か

し

、

多

摩

川

沿

い

の

府

中

崖

上

に

集

落

が

あ

っ

た

正

保

年

間

頃

ま

で

は

町

と

呼

ば

れ

て

、

集

落

が

移

住

し

て

、

街

道

が

整

備

さ

れ

た

元

禄

年

間

頃

に

宿

と

称

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

五

宿

の

中

で

も

中

心

的

な

役

割

を

持

っ

た

の

は

上

布

田

宿

で

、

そ

の

鎮

守

社

で

あ

る

布

多

天

神

社

は

延

喜

式

内

社

と

さ

れ

る

。

ま

た

、

布

多

天

神

社

は

上

布

田

宿

、

下

布

田

宿

、

小

島

分

村

か

ら

国

領

宿

、

上

ケ

給

村

、

矢

ケ

崎

村

の

総

鎮

守

で

あ

っ

た

。

そ

の

布

多

天

神

社

も

、
か

つ

て

は

府

中

崖

線

の

縁

辺

部

に

祀

ら

れ

て

い

た

と

さ

れ

、
古

天

神

と

伝

え

ら

れ

る

跡

地
（

品

川

道

以

南

、

布

田

五

丁

目

五

三

辺

り

）

が

言

い

伝

え

ら

れ

て

い

る

。 

 

上

石

原

宿

に

は

八

幡

聖

天

合

社

が

祀

ら

れ

て

い

る

が

、

下

石

原

宿

に

は

北

側

の

下

飛

田

給

村

内

に

八

幡

社

を

建

立

し

て

い

た

。
こ

の

村

は

下

石

原

宿

の

持

添

地

で

あ

っ

た

が

、
民

戸

は

無

く

、
入

会

地

で

あ

っ

た

。
『

新

編

武

蔵

風

土

記

稿

』

に

は

、
「

下

飛

田

給

村 

神

社 

八

幡

社 

除

地

、

四

反

三

畝

六

歩

、

村

の

東

字

裏

道

に

あ

り

、

本

社

四

尺

の

宮

造

り

に

て

南

に

向

ふ

、

覆

屋

二

間

に

二

間

半

、

神

体

は

白

幣

な

り

、

社

前

に

木

の

鳥

居

を

た

て

り

、
下

石

原

宿

の

鎮

守

に

し

て

例

祭

年

々

九

月

朔

日

、
社

地

に

は

杉

松

生

い

茂

れ

り

、
鎮

守

の

年

代

を

伝

え

ず

、

下

石

原

宿

常

演

寺

持

」

と

あ

り

、

現

状

の

本

殿

の

規

模

な

ど

記

述

と

一

致

す

る

。

 

 

社

殿

地

は

や

や

西

に

振

れ

て

い

る

が

、

ほ

ぼ

南

面

し

て

参

道

が

旧

甲

州

街

道

ま

で

伸

び

て

い

る

。

そ

の

ほ

ぼ

正

面

に

別

当

寺

で

あ

っ

た

常

演

寺

が

あ

る

。

現

在

、

そ

の

参

道

は

国

道

二

〇

号

に

よ

り

切

断

さ

れ

て

お

り

、

歩

道

橋

を

渡

ら

な

い

と

参

拝

出

来

な

く

な

り

、

か

つ

て

旧

甲

州

街

道

に

面

し

て

建

て

ら

れ

て

い

た

石

鳥

居

も

二

〇

号

線

に

面

し

て

移

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

社

殿

地

は

、

先

に

述

べ

た

よ

う

に

旧

下

飛

田

給

村

内

（

現

富

士

見

町

二

丁

目

）

に

あ

っ

て

無

人

の

地

で

あ

っ

た

が

、

宿

場

か

ら

も

離

れ

た

安

全

な

場

所

で

あ

っ

た

。 

                       

本

殿

の

建

立

は

、

棟

札

（

棟

札

一

）

に

よ

る

と

宝

永

五

年

（

一

七

〇

八

）

で

、

そ

の

前

年

の

一

二

月

に

富

士

山

が

噴

火

し

て

、

そ

の

火

山

灰

が

関

東

ま

で

及

び

、

作

物

の

被

害

も

甚

大

で

あ

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

造

営

が

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

上

棟

は

す

で

に

為

さ

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。 

 

棟

札

に

は

「

奉

修

造

若

宮

社

」

と

記

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

す

で

に

古

社

が

あ

っ

て

移

築

さ

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

な

お

、

そ

の

造

営

の

関

係

者

に

は

本

願

岩

沢

太

兵

衛

と

肝

煎

青

田

善

右

門

の

二

名

だ

け

が

記

さ

れ

て

い

る

。 

 

こ

の

本

殿

は

、

現

在

、

復

屋

の

床

の

上

に

安

置

さ

れ

て

い

る

が

、

当

初

は

土

間

の

玉

石

の

上

に

据

え

ら

れ

て

い

た

と

み

ら

れ

、

傷

ん

だ

た

め

で

あ

ろ

う

か

、

全

て

切

断

さ

れ

て

新

材

で

補

修

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

時

に

土

台

も

入

れ

ら

れ

、

床

下

に

切

石

積

み

で

基

礎

を

高

く

し

て

い

る

。

建

立

当

初

、

本

殿

は

覆

屋

も

無

く

建

て

ら

れ

て

い

た

よ

う

で

、

柱

な

ど

の

部

材

が

風

化

し

て

い

る

。

そ

の

後

、

覆

屋

も

建

て

ら

れ

た

が

、

拝

殿

は

江

戸

末

期

ま

で

建

て

ら

れ

な

か

っ

た

。 

 

拝

殿

が

新

築

さ

れ

た

の

は

嘉

永

元

年(

一

八

四

八)

の

こ

と

で

あ

っ

て

、

棟

札

（

棟

札

三

）

に

は

「

奉

新

造

八

幡

宮

拝

殿

壱

宇

」

と

記

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

時

期

に

建

立

し

た

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。 

 

そ

れ

以

前

に

本

殿

が

改

修

さ

れ

て

い

る

（

棟

札

二

）
。

改

修

さ

れ

た

の

は

寛

政

九

年

（

一

七

九

七

）
で

、

本

殿

の

杮

葺

き

の

屋

根

工

事

が

主

で

あ

っ

た

よ

う

で

、

そ

の

際

に

向

拝

、

縁

廻

り

の

大

工

工

事

も

さ

れ

て

い

る

。

本

殿

身

舎

部

分

と

彫

物

の

様

式

が

異

な

っ

て

い

る

の

は

、

そ

の

た

め

と

推

定

さ

れ

る

。 



 

 

一

四

．
指

定

基

準 

一

三

．
指

定

理

由 

一

二

．
保

存

状

況 

「

調

布

市

文

化

財

指

定

基

準

」 

 

第

一 

調

布

市

指

定

有

形

文

化

財 

 
 

一 

建

造

物 

 
 

 
(

二)

歴

史

的

又

は

学

術

的

価

値

の

高

い

も

の 

 
 

 
(

三)

流

派

的

又

は

地

域

的

特

徴

に

お

い

て

顕

著

な

も

の 

 
調

布

市

内

に

残

さ

れ

て

い

る

社

殿

建

築

と

し

て

は

、
虎

狛

神

社

本

殿
（

天

和

三

年

・

一

六

八

三

再

建

）
、
布

多

天

神

社

本

殿

（

宝

永

三

年

・

一

七

〇

六

再

建

）

に

次

い

で

三

番

目

に

古

く

、

江

戸

時

代

中

期

の

遺

構

と

し

て

貴

重

な

建

造

物

で

あ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

社

殿

の

変

遷

を

裏

付

け

る

史

料

と

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

棟

札

が

現

存

し

て

い

る

こ

と

は

、

江

戸

近

郊

の

農

村

に

お

け

る

造

営

の

状

況

を

知

る

う

え

で

も

大

切

で

あ

る

。 

 

ま

た

こ

の

社

は

甲

州

街

道

の

整

備

に

伴

っ

て

移

転

、

新

築

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

宿

駅

の

整

備

の

状

況

が

推

察

さ

れ

る

歴

史

的

史

料

と

し

て

も

、

さ

ら

に

富

士

山

噴

火

と

同

時

期

に

建

立

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

当

時

の

農

村

経

営

の

状

況

を

知

る

う

え

で

も

貴

重

な

遺

産

で

あ

る

。 

  

現

在

、

こ

の

社

殿

は

氏

子

の

方

々

に

よ

っ

て

極

め

て

良

く

管

理

さ

れ

て

お

り

、

旧

状

が

良

く

留

め

ら

れ

て

い

る

。

引

き

続

き

、

文

化

財

建

造

物

と

し

て

維

持

管

理

し

て

い

く

た

め

に

、

埃

の

除

去

や

木

材

の

乾

拭

き

な

ど

の

処

置

を

定

期

的

に

行

う

必

要

が

あ

る

。 



 

 

⍯
写
真
資
料
⍰ 

  

石
鳥
居
⎛
参
道 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

参
道
⍾
⎼
拝
殿
正
面
⏅
望
⎳ 

               

拝
殿
正
面 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

拝
殿
向
拝
唐
破
風 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

拝
殿
懸
魚 

␡ 

妻
虹
梁 

                     

拝
殿
␡
本
殿
覆
屋
⏅
望
⎳ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

拝
殿
懸
魚 

␡ 

妻
虹
梁 

                    



 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

拝
殿
廻
⎽
縁
␡
脇
障
子 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

本
殿
覆
屋
背
面 

              
 
 

 
 
 

 
 

本
殿
覆
屋
⎛
幣
殿
⎡
収
⎱
⎽ 

       
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

本
殿
覆
屋
側
面 

               
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

                      



 

 

  
 
 

本
殿 

杮
葺
⎀ 

浜
縁  

 
 
 

 
柱
⍥
梁
⍥
斗
栱
⎝
⎜
主
要
部
材
⎢
欅
造 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

杮
葺
⎀
屋
根
⎡
曲
線
⎢
素
晴
⎼
⎊
⍷ 

                    
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

本
殿 

向
拝 

軒
⎢
二
軒
⍥
海
老
虹
梁
⎚
身
舎
⎛
⎗
⎝
⎃ 

             
 
 

本
殿 

背
面
⎡
収
⎱
⎽ 

                       



 

 

 
 
 

 
 
 

 

本
殿
向
拝

右
 

柱 

␡ 

水
引
虹
梁 

␡ 

斗
栱 

␡ 

木
鼻 

␡  
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

軒
桁 

␡ 

茂
垂
木 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

本
殿
破
風
⎡
妻
飾
⎽
⎡
収
⎱
⎽ 

                   
 
 

 
 
 

 

本
殿
向
拝

中
央
 

刳
⎽
抜
⎀
蟇
股 

     
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

猪
⎡
目
⏅
付
⎄
⎒
蟇
⎢
古
風
⎚
良
⍷
出
来 

               
 
 

 
 
 

 

本
殿
向
拝

左
 

柱 

␡ 

水
引
虹
梁 

␡ 

斗
栱 

␡ 

木
鼻 

␡ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

軒
桁 

␡ 

繁
垂
木 

                 



 

 

 
 
 

 
 
 

身
舎
床
下
⎡
柱
⎢
全
⎙
根
継
⎁
⎈
⎿
⎙
⍥
土
台
⎞
据
⍻
⎼
⎿
⎾ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

本
殿
内
部
⎞
収
⎴
⎼
⎿
⎙
⍷
⎒
木
製
大
黒
天
坐
像 

高
⎈ 

六
〇
㎜ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

光
背
⏅
付
⎄
⎾ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

                        
 
 

 
 
 

土
台
⎢
石
積
⎲
⎡
基
礎
上
⎞
乗
⎎
⎙
⍷
⎾ 

                              



 

⍯
参
考
資
料
⍰ 

 
棟
札 

 

 
 
 

 
 
 

 

棟
札
一 

宝
永
五

一
七
〇
八
 

総
高52

␡4cm

⍥
上
巾16.0cm

⍥
下
巾14.2cm

⍥
肩
高49.0cm

⍥
⏼
⏸
⏗
材
厚6m

m
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

表 

 
 

 

       
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲 

于
時
宝
永
五
戊
子
歳 

 

別
當
常
演
寺 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

法
印
栄
順
代 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

梵 


⏗
␔
␢
⏙

奉
修
造
若
宮
社
一
宇
諸
願
如
意
成
就
處 

  
  

 
 
  

  
 
 
 
 
 

大
工 

本
願 

岩
沢
太
兵
衛 

 

山
本
仁
左
␛
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

哀
愍
衆
生
者
我
等
今
敬
礼 

十
月
二
十
三
日 

 
 
 
 

肝
煎 

青
田
善
右
門 

 

横
山
佐
五
左
␛
門 

   
 
 

 
 
 

 
 

 
 

裏 

       
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

請
檀
那
現
世
安
穏
後
生
浄
𡈽
之
所
仍
意
趣
如
件 

   
 
 

 
 
 

 
 

棟
札
二 

寛
政
九
年
一
七
九
七
 

総
高46.8cm

⍥
上
下
巾13.5cm

⍥
肩
高43.8cm

⍥
⏼
⏸
⏗
材
厚9m

m
 

  
 
 

 
 
 

 
 

 
 

表 

       
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

別
當 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲 

哀
愍
衆
生
者 

我
等
今
敬
禮 

 
 

 
 

常
演
寺
法
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智
寛
代 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

梵

⏗
␔
␢
⏙

奉
修
造
若
宮
社
一
宇
諸
願
如
意
成
就
處 

大
工
棟
梁
江
戸
下
谷 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

箕
輪
町 

彦
兵
衛 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

于
時
寛
政
九
丁
巳
歳
十
月
三
日 

本
願
主
太
田
善
右
衛
門 

 

下
宿
大
工
孫
右
衛
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

肝
煎 

進
藤
傳
三
郎 

 
 

 

上
宿
大
工
嘉
右
衛
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

板
屋
根
棟
梁
左

佐

須
村
桒
田
清
次
郎 

  
 
 

 
 
 

 
 

 

裏 

        
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

諸
檀
那
宿
内
氏
子
中
家
内
安
穏
具
足
円
満
仍
如
件 



 

  
 
 

 
 
 

 

棟
札
三 

嘉
永
元
年

一
八
四
八
 

総
高73.0cm

⍥
肩
高70.0cm

⍥
上
巾12.0cm

⍥
下
巾11.0cm

⍥
⏼
⏸
⏗
材
厚6m

m
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
表 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
下
泰
平 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

神
向
山 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

梵

⏗
␔
␢
⏙

奉
新
造
立
八
幡
宮
拝
殿
壹
宇
邑
内
安
全
如
意
祈
攸 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
穀
成
熟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
演
寺 

  
 
 

 
 
 

 
 

 

裏 

       
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

于
時 

 
 
 
 

 
 
 

名
主 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

年
寄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

世
話
人 

 
 
 
 

 
 

大
工 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

嘉
永
元
申
天 

 

太
田
善
右
␛
門
源
盛
明 

石
坂
宇
之
吉 

 
 
 
 
 
 
 

萱
口
忠
左
衛
門 

 

熊
沢
吉
五
郎 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

六
月
大
吉
日 

 

同 

岩
澤
弥
七 

 
 

 
 
 

同 

進
藤
長
左
衛
門 

 
 

萩
原
宇
右
衛
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

法
印
誠
金
代 

 

同 

熊
澤
茂
兵
衛 

 
 

 

同 
 

石
坂
松
蔵 

 
 

 
 

太
田
市
之
亟 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

井
田
伊
之
助 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

熊
沢
浅
次
郎 

 


